
























































































































































































































図 1-2 秦漢帝国による越人社会の征服 










































表 1-1 技術・地形・生業・担い手による分類 
技術 9 世紀までの技術 10 世紀以降の技術 
地形 
山地 平地 1 平地 2 
  （山麓・丘陵・台地） （低湿地） 

















































































































































































































































































































































































































































































































































そこで南雄の珠璣巷に住む 33 姓 97 戸の人々は急いで移住した，と（牧
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2003 年第 4 期，pp.68-84 
本論文は，20 世紀初頭の光緒新政期に清朝が進めた郷土教育の政策に呼
応して，地方の読書人が初等教育用の教材として編纂した「郷土志」（従
来の地方志に類似）と「郷土教科書」について考察しています。そして，
清朝が「愛郷」（郷土愛）の育成を通じて「愛国」意識を培おうとしたこ
と，また，漢族ナショナリズムが興っていた当時，広東省ではどの「民
系」を漢族とみなすかの点において，いずれも漢族を自認する広府人・
客家人・潮州人のあいだで，見過ごすことができない見解の相違が存在
していたことを明らかにしています。 
